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研究成果の概要（和文）：本研究を通して、外国語環境下にある日本人英語学習者のための新たなストラテジー・トレ
ーニング・モデルの理論的及び実践的基礎の構築を試みた。具体的には、研究の知見に基づきつつ（１）外向性・内向
性という学習スタイルに注視し、（２）学習者同士のインターラクションを組み込み、これまでにない新たなストラテ
ジー・トレーニング・モデルの初期モデルを構築することができた。

研究成果の概要（英文）：Over a period of three years, these studies have established a preliminary model o
f strategy training for Japanese learners of English in Japan, in which learner styles such as extroversio
n/introversion and interaction among learners are focused on. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 効果的な英語学習ストラテジーを学習者
に教える試み（ストラテジー・トレーニング）
はこれまでに数多くなされてきているが、そ
の成果は必ずしも肯定的なものばかりでは
なく (Wenden, 1987)、ストラテジーの教授
可能性自体を疑問視する声もある。どの学習
者にも同じストラテジーを与えようとした
ことがその原因のひとつとして考えられる。
学習スタイル、とりわけ、英語コミュニケー
ションにおいては外向性・内向性とストラテ
ジーの関連性に注目する必要がある。この点
がまず本研究の特徴である。 
 一方、学習動機の維持及びストラテジーの
発展性という点においては、Languaging 
(Swain, 2008) が参考になるところが多い。
Languaging とは、文法説明を教師から一方的
に聞き・理解し・利用するよりも、学習者同
士が習った文法事項を自分の言葉で説明し
たり、質問することにより、理解が深まり、
実際のコミュニケーションの場面でも利用
することが可能になるとする社会・文化的視
座を盛り込んだ理論的フレームワークであ
る。個人で学習する場合には、いかに学習ス
タイルにあったストラテジーを利用しよう
が、どこかで動機に飽和状態が生じ、学習が
停滞する。学習スタイルに加え、本研究では、
学習者間のインターラクションを積極的に
取り入れる。その理由は、学習スタイルとス
トラテジーの組み合わせだけに着目すると、
個々の学習者に心地よいストラテジーのみ
を選択し、英語能力の向上に寄与しない可能
性があるからである。学習者によっては他の
学習者とのインターラクションを好まない
者もいるのは事実であるが、その利点も大き
い。 
 日本という文化的にも北米と大きく異な
り、また文法学習とストラテジー学習という
フィールドの相違など、今後どのような可能
性を開花することができるか、未知の部分が
多いのは事実である。しかし、日本の英語学
習の特徴を視野に入れ、学習スタイルとイン
ターラクションを組み合わせることにより、
ストラテジー・トレーニングの新たなモデル
として機能する可能性を秘めている。ここで
学習スタイルとインターラクションを組み
合わせたモデルを、Languagin をヒントに新
たにストラテジイング (Strategying)とし
て提唱したい。いわば Languaging の核心で
ある学習者間のインターラクションとこれ
まで軽視されてきた学習スタイルをストラ
テジー・トレーニングの分野に応用しようと
する新たな試みである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本人英語学習者のため
の新たなストラテジー・トレーニング・モデ
ルの理論的及び実践的基礎を構築すること
にあった。 
 具体的には以下の 3点である。 

 ① 自ら学ぶ必要性と学習者ストラテジー
の重要性、学習スタイルへの着目をする。新
学習指導要領 (2008, 2009)にも示されてい
るとおり「英語コミュニケーション能力の育
成」は、英語教育の重要な目標であり、ます
ますグローバル化しつつある現代日本社会
においても急務の課題となっている。学校教
育においては、外国語活動という新たな授業
の導入（小学校）、英語学習時間数の増加（中
学校）、英語の授業を英語で行うなど授業方
法の変更（高等学校）と施策が提案されてい
るが、日本の英語学習環境では授業外でも学
習者が自ら学ぶことは不可欠であり、どのよ
うにして英語を学ぶのか（学習者の立場）ま
たその学び方の指導（教師の立場）に関し、
確固とした指針が現在に至るまで得られて
ない(Rees-Miller, 1993)。現在ほど、学び
方（ストラテジー）をどう教えるかに関する
知見が求められている時はないであろう。 
 継続的学習を可能とするためには、学習ス
タイルにあったストラテジー選択が重要と
なる。学習者の個人差の研究においては、学
習スタイルの重要性は多くの研究者が指摘
しているが（Brown, 2005）、なぜかストラテ
ジー・トレーニングでは軽視されてきた。学
習スタイルの中でも、外向性・内向性特性は
重要であるとされる（Dörnyei, 2005）。本研
究では、これまでの学習スタイル研究とスト
ラテジー・トレーニングを結びつけようとし
た。 
 ② 構成主義及び社会文化的見地（Lantolf, 
2000; Vygotsky,1986）から学習者間のイン
ターラクションを組み込む。 
 ③ 日本人英語学習者に適したモデルの提
案と検証する。3 年間に渡る研究を通して、
新たなストラテジー・トレーニング・モデル
の日本人英語学習者への適用可能性を検証
する。 
 
３．研究の方法 
  （１）160 名の大学生を対象に、信頼性が
確認されている Revised SILL の質問紙によ
り、よく利用される学習者ストラテジーとあ
まり利用されない方略に関する量的データ
を収集した。 
 （２）約 20 名の実験参加者に対して、英
語運用能力を向上させるストラテジー・トレ
ーニング（Strategying；ストラテジーの協
同作業・ディスカッション）を約８週間実施
し、質問紙により全体的な評価を、再度
Revised SILLを実施することにより量的な学
習者のストラテジーの変化、その質的な変化
を検討するためにフォーカス・グループ・イ
ンタビュー実施した。同時に MBTI を利用し
参加者の学習スタイルを測定した。2013 年度
のプロジェクトでは語彙サイズを測定する
ために Nation (2001) の Vocabulary Level 
Test  (2000, 3000, Academic Word Level, 
5000 Level) を追加した。 
 



４．研究成果 
 2011 年度に実施した Revised SILL の結果
コミュニケーション方略の使用が高いこと
が確認されたが、一方認知的方略とりわけ語
彙学習に関する方略使用が全体として低い
ことが確認された。これは大学受験を経て語
彙学習の直接的な必要性を実感しなくなっ
たためであると考えられる。また、多くの先
行研究（e.g., Lai, 2010; Green & Oxford, 
1995）でも実証されている多読（reading for 
pleasure）の利用も少ないことが確認された。
そこで、2012 年度の Strategying では語彙学
習方略、翌 2013 年度では多読方略を指導す
べき目標方略と設定し、トレーニングを試み
た。以下、それぞれの成果について報告する。 
 （１）2012 年度：語彙方略トレーニング
Strategying について。参加者の 18 名大学生
（女性、共通の授業の受講生）を対象に 8週
間の Strategying を試みた。4 つの小グルー
プに分け、それぞれのグループで、これまで
どのような方略を活用してきたかを Revised 
SILL の結果をもとにリフレクションさせ、8
週間のトレーニング期間にどのように語彙
能力を伸張させることができるか議論をさ
せた（Metacognitive Stage）。共通基盤を作
るためにどのグループでも『京大学術語彙デ
ータベース基本英単語 1110』（京都大学英語
学術語彙研究グループ、2009）を活用させた。
各グループは授業外で毎週1時間ずつミーテ
ィングを持ち（Group-based Stage）、各自が
毎日個人でどのような語彙学習をしている
か（Individual-based Stage）を報告し交流
をさせた。その様子は毎週ニュースレターを
各グループで作成させ、共通の授業内で配布
し他のグループの刺激とした。またストラテ
ジー指導者（Facilitator）はニュースレタ
ーをもとにコメントを加え、特に利用するス
トラテジーを（週を追う毎に）修正してよい
ことを強調した。 
 8 週間のストラテジーイングの中で、多彩
な語彙学習方略の利用が見られた。まず覚え
るべき単語のソースであるが、共通語彙集に
加え、新聞や雑誌（印刷された従来のもの、
インターネット）、音声付き新聞記事（VOA な
ど）、DVD（フルハウスなどのドラマ）、TED な
どの講演やスピーチ、大学で利用可能な CALL
教材、授業で使ったテキスト、TOEIC や英検
などの英語標準テストのためのテキストな
どが選ばれた。一方、具体的に覚える方略に
ついては、従来のひたすら何度も書いて覚え
る方略（rote-memory strategy）を活用した
グループ、個人もあったが、その他単語カー
ドを作る、知らない単語のリストを作る、語
呂合わせで単語を覚える、単語のイメージを
思い浮かべた、実際に単語のイメージを絵に
描いてカード化して記憶、DVD や TED などの
音声を含む教材ではまず英語のディクテー
ション（聞き取り）を行い、その後字幕と照
合し、その中で聞き取りにくかった単語を対
象に記憶といった認知的方略が多数見られ

た。それに加えて、グループで集まった際に
互いに覚えた単語をクイズ形式で出し合っ
て覚えているかどうかの確認する、視聴した
TED などのビデオについてまずディスカッシ
ョンをしたり（英語で）、互いに自分の読ん
だ新聞記事についてサマリーを言った後に
（英語で）、ディスカッションなど社会的方
略の使用も見られた。一方、学習スタイルに
関しては MBTI の中から外向性・内向性特性
のみを取り出し活用した。その結果外向的ス
タイルの学習者が 14 名（78％）、内向的スタ
イルの学習者が 4名（22％）であった。事後
の質問紙の結果 94％の参加者がストラテジ
ーイングについて肯定的な反応を示し、同じ
数値の参加者がこのプロジェクトを通して
英語学習に関する Belief が変化したと回答
した。また 89％がグループベースのストラテ
ジーイングモデルに肯定的な反応を示した
が、より内向的な学習者の方が個人ベース学
習に好意的な回答を示した。ただ内向的な学
習者の方がこのプロジェクトに参加して良
かったと回答しており、これは個人ベースの
学習を好む日常の英語学習と異なる環境が
心地よい刺激となったためと考えられる（フ
ォーカスグループインタビューの結果）。 
 学習者方略の変化についてはメタ認知方
略など他のストラテジーに変化がみられな
かったものの記憶方略に有意な上昇が見ら
れた（Paired t-test の結果）。 
 またフォーカスグループ・インタビューに
より多くの重要な事実が明らかになった。い
① Group-based Stageの学習はより新しいス
トラテジーを探索したり、自身のモチベーシ
ョンを喚起するのに有効である。② 友人と
学習することによって社会的ストラテジー
のような新しい方略に気づくことができる、
また協同学習がなければ大学入学後に語彙
学習をしようと思わなかったと回答した参
加者が多かった。③ プロジェクトは、これ
まで自分がどのように英語学習をしてきた
のかふり返るよき機会を提供し、よりよい方
略を考案しようとすることにより英語能力
がより向上すると信じられる参加者が多か
った。一方このストラテジーの困難な部分と
して、多くの参加者が指摘していたのがスケ
ジュール調整の難しさであった。週に一度で
はあるが授業外にグループでミーティング
を開くことは価値があるもののその日程調
整が難しいようであった。 
 （２）2013 年度：多読（extensive reading, 
reading for pleasure）方略を活用した語彙
能力向上トレーニングStrategyingについて。
参加者の 18 名大学生（女性、共通の授業の
受講生）を対象に 8週間の Strategying を試
みた。4 つの小グループに分け、それぞれの
グループで、これまでどのような方略を活用
してきたかを Revised SILL の結果をもとに
リフレクションさせ、8 週間のトレーニング
期間に１冊の洋書（ペーパーバック）を読む
中で、どのようにして語彙能力や全般的英語



能力を伸張させることができるか議論をさ
せた（Metacognitive Stage）。2012 年度と同
様、各グループは授業外で毎週 1時間ずつミ
ーティングを持ち（Group-based Stage）、各
自が毎日個人でどのような語彙学習をして
いるか（Individual-based Stage）を報告し
交流をさせた。その様子は毎週ニュースレタ
ーを各グループで作成させ、共通の授業内で
配布し他のグループの刺激とした。またスト
ラテジー指導者（Facilitator）はニュース
レターをもとにコメントを加え、特に利用す
るストラテジーを（週を追う毎に）修正して
よいことを強調した。 
 本の選択については各グループに任せら
れたが、結果的に 2グループが同一の本を選
択、他の 2グループが個々人で本を選ぶこと
を選択した。本の選択に関しては 95％以上の
語彙を知っているものを選ぶことを強調し
た（Lightbown and Spada,2006）.選択され
た代表的な本は以下の通りである。*The 
chronicles of Narnia: The lion, the witch 
and wardrobe, *The graduation, *Sex and 
the city, The charlotte’s web, Christmas 
carol, The little prince, Diary of a 
wimpykid, The devil wears Prada, When I was 
20.（＊マークは共通で選択されたもの）。 
 8 週間のストラテジーイングの中で、多彩
なアクティビティーがグループ・ステージで
見られた。まずプラニング。8 週間で読むた
めに毎週に読むべきページ数の数値目標が
設定され、毎週のミーティングでそのモニタ
リングがなされ、無理な目標設定については
修正がなされ、現実的なページ数の再設定や
読む本の変更、またはグループで統一した本
を読む形式から各自の好きな本を読む形式
への変更などがなされていった。 
 次に本を読む中で語彙を増やすために利
用された方略であるが、自分のわからなかっ
た単語を見直す、10 単語選択して覚える、紙
に日本語の意味を書いてリストアップする、
スマートフォンアプリを使って覚える、単語
をリストアップ、単語帳制作、気になる文章
を 1～2 回声に出して音読するなど、多種に
わたっていた。ただ、前年度と比較して
Strategying 自体の取り組みは低調であり、
多読を授業外で取り組む事の難しさをあら
ためて感じる結果となった。その傾向は事後
の質問紙の結果からもうかがい知ることが
できる。事後の質問紙の結果 19％の参加者が
ストラテジーイングについて肯定的な反応
を示し、約 80％の参加者が否定的な反応をし
めした。50％の参加者がこのプロジェクトを
通して英語学習に関する Belief が変化した
と回答し、63％がグループベースのストラテ
ジーイングモデルに否定的な反応を示した。
このことからも分かるようにトレーニング
すべきストラテジーにより、Strategying の
成否は大きく左右される。 
 一方、学習スタイルに関しては、外向的ス
タイルの学習者が 9 名（75％）、内向的スタ

イルの学習者が 3名（25％）であった（日程
の関係で参加者全員が MBTI を受験できなか
った）。プロジェクト前には外向的学習者の
方が社会的ストラテジーをより多く利用す
る傾向にあったが (r=.630)、事後では逆転
し内向的な学習者が社会的ストラテジーを
利用していた(r=-.430)。これは前年度内向
的な学習者の方がこのプロジェクトに参加
して良かったと回答していることと同様の
結果と考えられるが外向的な学習者と比較
してより好む傾向が現れた点については興
味深い。 
 学習者方略の変化についてはメタ認知方
略なに変化がみられなかったものの記憶方
略及び認知的方略に有意な上昇が見られた
（Paired t-test の結果）。これは単に語彙を
覚えるだけでなく、本を読むために多くの認
知的ストラテジーを利用したためと考えら
れる。 
 語彙については事前・事後の比較において
2000 語、3000 語レベルでは変化が見られな
かったが Academic Word Level、5000 語レベ
ルでは有意な上昇がみられた。 
 またフォーカスグループ・インタビューに
より多くの重要な事実が明らかになった。前
年度同様、Group-based Stage の学習はより
新しいストラテジーを探索したり、自身のモ
チベーションを喚起するのに有効であり、 
友人と学習することによって社会的ストラ
テジーのような新しい方略に気づくことが
明らかになった。 
 一方予想以上にこの多読は困難を伴った
ことも語られた。友人と一緒に取り組むこと
で意欲の維持はある程度できたものの共通
の興味のある本を探すことは困難であり、一
方各自の本を読む場合には協同学習で取り
組むべき内容が曖昧となる。多読は多様な能
力を育成するだけに語彙学習単独の場合と
異なり「単に本を読もう」以上のストラテジ
ートレーニングが必要なのかもしれない。ま
た、グループダイナミックスも大きく影響し
ている。多読の場合英語能力がより大きく影
響すると考えられるため語彙能力やTOEICの
スコアなどをもとにグループを形成し、共通
のテキストを選ばさせるのがいいのかもし
れない。または共通テキストに加え個々の本
を選ばせるデュアルモードで進めることも
あり得るだろう。その他前年度同様スケジュ
ール調整の難しさをあげる参加者が多かっ
た。 
（３）総括 
 ３年間の研究を通して、図 1に示すような
３段階からなる初期モデルを構築すること
ができた。 
 第１段階 Metacognitive Stage ではこれま
での方略利用についてのリフレクションを
基礎に活用すべきストラテジーについての
プ ラ ン ニ ン グ が お こ な わ れ る 。
Individual-based Stageではストラテジーを
利用した多くの実際の英語学習がおこなわ



れる。Group-based Stage では各個人での実
施が困難な自分自身の英語学習モニタリン
グ・調整や新たなストラテジーの発見がおこ
なわれる。その際、外向性及び内向性という
学習スタイルにより個人学習と協同学習へ
の嗜好が異なるため、普段と異なる環境での
学習が新たな刺激とインスピレーションを
与えることになる。この個人とグループ-ス
テ ー ジの相 互 作用に よ り最終 的 に は 
Best-fit Strategy、すなわち自分自身に最
も適したストラテジーの発見を目指す。 

    図 1. Strategying の初期モデル 
 
 この 3 年間の研究においては最終段階の
Best-fit Strategy の発見にまでは至ってい
ない。しかし、グループと個人学習、それに
先立つメタ認知活動を組み合わせることに
より従来とは異なるストラテジー・トレーニ
ングを実際におこなうことに成功した。特に
英語学習意欲が維持しにくい大学生英語学
習者を対象に一定の成功をおさめたことは
今後中高校生を対象にいわばジュニア・
Strategying を策定する可能性も秘めている。   
 今後の課題として Strategying に適した
スキルエリア、ストラテジーを選定すること、
グループダイナミックスを視野に入れたグ
ループの形成方法、Facilitator としての指
導者の介入・指導方法のあり方についての検
討が必要となるであろう。 
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